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【
第
四
〇
回
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
日
本
列
島　
世
界
の
中
の
ア
イ
ヌ
叙
事
詩
】

シ
ベ
リ
ア
諸
民
族
の
英
雄
叙
事
詩
と
ア

イ
ヌ
の
英
雄
叙
事
詩 

│
類
型
に
つ
い
て

荻 

原　

眞 

子

は
じ
め
に

本
年
度
の
大
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
ア
イ
ヌ
叙
事
詩
の
研
究
史
に
と
っ
て

画
期
的
な
課
題
が
大
会
委
員
長
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
ア

イ
ヌ
の
英
雄
叙
事
詩
に
つ
い
て
、「
一　

歴
史
的
・
類
型
的
観
点
か
ら
、
そ

れ
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
い
て
独
自
の
発
展
を
と
げ
、
独
自
の
特
徴
を
持
つ

も
の
な
の
か
、
二　

ユ
ー
ラ
シ
ア
の
叙
事
詩
に
共
通
す
る
性
格
・
特
徴
・

テ
ー
マ
等
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
を
ア
イ
ヌ
の
叙
事
詩
も
共
有
し
て

い
る
の
か
、
三　

他
の
特
定
の
民
族
の
伝
承
と
関
係
づ
け
ら
れ
る
も
の
な

の
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
い
ず
れ
の
課
題
も
ア
イ
ヌ
の
叙
事
詩

研
究
に
は
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
が
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
い
う
枠
組
み

の
な
か
で
考
察
す
る
に
は
、
ま
ず
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
諸
民
族
文
化
の
な
か

で
英
雄
叙
事
詩
と
さ
れ
て
い
る
口
承
文
芸
に
つ
い
て
多
少
な
り
と
も
全
体

的
な
見
通
し
を
た
て
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
、

特
に
、
シ
ベ
リ
ア
の
い
く
つ
か
の
民
族
の
例
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
ア
イ

ヌ
の
英
雄
叙
事
詩
ユ
ー
カ
ラ
の
類
型
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一　
ア
イ
ヌ
叙
事
詩
ユ
ー
カ
ラ
に
つ
い
て

ア
イ
ヌ
の
ユ
ー
カ
ラ
（
も
し
く
は
、
ユ
カ
ㇻ
）
は
金
田
一
京
助
に
よ
っ

て
「
英
雄
叙
事
詩
」
と
性
格
づ
け
ら
れ
（
１
）、

古
代
ギ
リ
シ
ャ
や
イ
ン
ド
の
大

叙
事
詩
に
も
比
肩
す
る
も
の
だ
と
し
て
、
若
い
知
里
幸
恵
を
鼓
舞
し
た
こ

と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ユ
ー
カ
ラ
に
は
い
く
つ
か
性
格
の
異
な
る
物
語
が

あ
り
、
金
田
一
は
そ
の
主
人
公
と
主
題
に
基
づ
い
て
始
祖
神
の
ユ
ー
カ
ラ

（
オ
イ
ナ
）、
大
伝
、
小
伝
、
英
雄
の
ユ
ー
カ
ラ
な
ど
を
区
別
し
て
い
る
が
（
２
）、

そ
の
再
録
さ
れ
た
物
語
の
伝
承
地
域
は
北
海
道
の
南
西
部
で
あ
り
、
東
部

や
サ
ハ
リ
ン
の
伝
承
に
つ
い
て
は
顧
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
ユ
ー
カ
ラ
の
主

人
公
に
は
、
ア
イ
ヌ
ラ
ッ
ク
ル
、
オ
キ
ク
ル
ミ
、
ア
エ
オ
イ
ナ
カ
ム
イ
と

ポ
イ
ヤ
ウ
ン
ペ
が
広
く
知
ら
れ
て
お
り
、
前
三
者
は
し
ば
し
ば
同
一
の
存

在
と
さ
れ
て
い
る
。

ア
エ
オ
イ
ナ
カ
ム
イ
と
は
「
わ
れ
ら
が
言
い
伝
え
る
カ
ム
イ
」
の
意
で
、

要
す
る
に
始
祖
神
の
こ
と
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
ラ
ッ
ク
ル
の
物
語
は
基
本
的
に
文

化
英
雄
の
所
業
を
謡
う
神
話
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
ア
イ
ヌ
ラ
ッ
ク
ル
は
ア
エ

オ
イ
ナ
カ
ム
イ
で
あ
る
。
オ
キ
ク
ル
ミ
に
は
人
間
界
に
穀
物
を
も
た
ら
し
た

と
す
る
話
な
ど
が
あ
る
が
、
オ
キ
ク
ル
ミ
の
物
語
が
重
要
な
位
置
を
も
っ
て
い

る
の
は
神
謡
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
は
し
ば
し
ば
サ
マ
イ
ウ
ン
ク
ル
が
同
伴

者
、
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
と
し
て
登
場
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
云
え
ば
、
ア
イ
ヌ

の
叙
事
詩
の
な
か
で
オ
キ
ク
ル
ミ
（
と
サ
マ
イ
ウ
ン
ク
ル
）
は
ア
イ
ヌ
ラ
ッ
ク
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ル
と
は
起
源
を
異
に
す
る
文
化
英
雄
で
あ
り
、
そ
の
説
話
は
異
な
る
系
統
で

あ
る
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
オ
キ
ク
ル
ミ
を
仮

に
祖
先
神
ア
エ
オ
イ
ナ
と
す
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
ア
イ
ヌ
ラ
ッ
ク
ル
と
同

一
次
元
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
要
す
る
に
、
こ
れ
ま
で
の
諸

説
で
は
ア
イ
ヌ
ラ
ッ
ク
ル
、
オ
キ
ク
ル
ミ
、
ア
エ
オ
イ
ナ
カ
ム
イ
が
あ
た
か

も
同
一
の
存
在
と
し
て
説
か
れ
て
き
た
が
、
説
話
の
な
か
で
実
体
（
？
）
が

あ
る
の
は
ア
イ
ヌ
ラ
ッ
ク
ル
と
オ
キ
ク
ル
ミ
で
あ
り
、
く
り
返
し
に
な
る
が
、

ア
エ
オ
イ
ナ
カ
ム
イ
は
こ
の
両
者
に
対
す
る
尊
称
も
し
く
は
別
称
で
あ
る
。

ユ
ー
カ
ラ
の
も
う
一
人
の
主
人
公
ポ
イ
ヤ
ウ
ン
ペ
は
シ
ヌ
タ
プ
カ
の
幼

い
城
主
で
、
こ
の
人
間
（
超
自
然
的
な
能
力
を
も
っ
て
は
い
る
）
が
登
場

す
る
物
語
が
英
雄
叙
事
詩
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
議
論
の
対
象
と
な
る
の
は
こ
の
ポ
イ
ヤ
ウ
ン

ペ
（
樺
太
な
ど
の
ポ
ン
オ
タ
シ
ュ
。ツ
ウ
ン
ク
ル
）
の
物
語
で
あ
る
が
、
そ

の
主
要
な
テ
キ
ス
ト
の
ま
と
ま
っ
た
出
版
に
は
金
田
一
京
助
『
ア
イ
ヌ
叙

事
詩　

ユ
ー
カ
ラ
の
研
究
』（
東
洋
文
庫　

一
九
三
一
（
一
九
六
七
）、
金

成
ま
つ･

金
田
一
京
助
『
ア
イ
ヌ
叙
事
詩　

ユ
ー
カ
ラ
集
Ⅰ
〜
Ⅸ
』（
三
省

堂　

一
九
五
九
〜
一
九
七
五
）、『
ア
イ
ヌ
民
俗
文
化
財　

ユ
ー
カ
ラ
シ
リ
ー

ズ
』（
北
海
道
教
育
委
員
会　

一
九
七
九
〜
一
九
九
六
）、
奥
田
統
己
『
織

田
ヤ
エ
さ
ん
の
ユ
ー
カ
ラ
』（
静
内
教
育
委
員
会
）
が
あ
る
。

二　

シ
ベ
リ
ア
の
「
英
雄
叙
事
詩
」
─
タ
ー
ム
の
問
題

ア
イ
ヌ
の
ユ
ー
カ
ラ
を
「
英
雄
叙
事
詩
」
と
称
す
る
こ
と
に
は
、
今
日

で
は
あ
ま
り
違
和
感
は
な
さ
そ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
語
は
わ
が
国
の

口
承
文
芸
で
は
な
お
成
員
権
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
の

こ
と
は
シ
ベ
リ
ア
の
少
数
民
族
の
叙
事
詩
に
つ
い
て
も
同
じ
情
況
で
あ
る
。

サ
ハ
リ
ン
の
ニ
ヴ
フ
で
記
録
さ
れ
て
い
る
叙
事
詩
や
ア
ム
ー
ル
川
流
域
の

ウ
リ
チ
や
ナ
ー
ナ
イ
な
ど
で
の
メ
ル
ゲ
ン
と
プ
ジ
の
物
語
な
ど
は
、
英
雄

叙
事
詩
に
値
す
る
の
か
ど
う
か
、
研
究
者
に
よ
っ
て
見
解
は
異
な
る
。
こ

の
こ
と
は
、
エ
ヴ
ェ
ン
キ
の
ニ
ム
ン
ガ
カ
ン
を
英
雄
説
話
（skazanie/

epic

）
と
す
る
の
か
、
英
雄
叙
事
詩
（epos

）
と
す
る
の
か
に
つ
い
て
の

議
論
に
た
い
へ
ん
よ
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。

エ
ヴ
ェ
ン
キ
は
シ
ベ
リ
ア
で
も
っ
と
も
広
範
な
地
域
に
分
布
す
る
少
数

民
族
（
人
口
約
三
万
五
千
人　

二
〇
〇
二
年
）
で
、
東
は
サ
ハ
リ
ン
・
ア

ム
ー
ル
川
地
域
か
ら
西
は
エ
ニ
セ
イ
川
東
岸
の
支
流
域
に
及
ぶ
。
こ
の

広
範
な
地
域
の
各
地
で
蒐
集
さ
れ
た
口
承
文
芸
の
資
料
集
は
『
エ
ヴ
ェ
ン

キ
（
ト
ゥ
ン
グ
ー
ス
）
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
資
料
』（
一
九
三
六
年（
３
））
が
最
初

の
出
版
で
あ
る
が
、
そ
の
編
者G

.M
.

ヴ
ァ
シ
ー
レ
ヴ
ィ
チ
は
こ
れ
に
は

テ
ュ
ル
ク
・
モ
ン
ゴ
ル
の
英
雄
叙
事
詩
に
比
肩
で
き
る
よ
う
な
「
エ
ポ

ス
」
は
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
の
見
解
は
基
本
的
に
『
エ
ヴ
ェ
ン
キ
の

歴
史
的
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア（
４
）』（

一
九
六
六
年
）
で
も
変
わ
ら
な
か
っ
た（
５
）。

エ

ヴ
ェ
ン
キ
の
居
住
が
広
範
な
地
域
に
及
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
各
地
の

エ
ヴ
ェ
ン
キ
に
は
言
語
だ
け
で
な
く
文
化
的
な
地
域
差
が
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
長
大
な
叙
事
詩
は
西
方
の
エ
ニ
セ
イ
川
流
域
の
エ
ヴ
ェ
ン
キ
で

は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
が
盛
ん
な
の
は
東
方
の
グ
ル
ー
プ
に
お
い

て
で
あ
る
。
そ
の
東
方
で
あ
る
ヤ
ク
ー
チ
ヤ
で
採
録
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
三
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篇
が
『
ヤ
ク
ー
チ
ヤ
の
エ
ヴ
ェ
ン
キ
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア（
６
）』（

一
九
七
一
年
）

で
公
に
な
っ
た
。
こ
の
中
に
は
著
名
な
詠
い
手N

.F.

ト
ロ
フ
ィ
ー
モ
フ

（
一
九
一
五
│
一
九
七
一
年
）
に
よ
る
「
イ
ル
キ
ス
モ
ン
ジ
ャ
勇
者
」﹇
荻

原　

二
〇
〇
一
﹈
と
題
す
る
物
語
が
あ
る
。
同
じ
伝
承
者
の
テ
キ
ス
ト
が

さ
ら
に
二
篇
『
エ
ヴ
ェ
ン
キ
の
英
雄
説
話
』（
一
九
九
〇
年（
７
））

に
収
録
さ
れ

た
。
後
者
三
篇
は
堂
々
と
し
た
英
雄
叙
事
詩
と
思
わ
れ
る
が
、
書
名
が
示

す
と
お
り
、
編
者
で
あ
るA

.N
.

ム
ィ
レ
ー
エ
ヴ
ァ
は
先
学
に
倣
っ
て
こ
れ

を
エ
ポ
ス
と
は
し
て
い
な
い
。

ソ
連
・
ロ
シ
ア
の
学
会
で
は
、skazanie

（
英
雄
説
話
）
とepos

（
英

雄
叙
事
詩
）
の
概
念
に
つ
い
て
論
者
の
間
で
区
々
議
論
や
見
解
の
相
違
が

あ
る
が
﹇
例　

Ж
ирмунский 

一
九
六
二　

序
文
﹈、
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア

や
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
ン
ド
の
大
叙
事
詩
を
視
野
に
い
れ
た
議
論
の
な
か
で
は
、

確
か
に
、
シ
ベ
リ
ア
の
先
住
民
の
叙
事
詩
は
そ
れ
ら
と
同
列
に
扱
う
こ
と

は
で
き
な
い
。
エ
ヴ
ェ
ン
キ
の
研
究
者
がskazanie
と
称
す
る
に
は
、
そ

れ
な
り
の
理
由
が
あ
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
エ
ヴ
ェ
ン
キ
の
英
雄
譚
を
英
雄
説
話
と
す
る
か
、
テ
ュ

ル
ク
・
モ
ン
ゴ
ル
の
英
雄
叙
事
詩
に
並
ぶ
エ
ポ
ス
と
す
る
か
に
つ
い
て
は

議
論
の
あ
る
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
は
エ
ポ
ス
の
成
立
に
関
す
る
大
問
題
に
違

い
な
い
。

そ
の
問
題
に
踏
み
込
む
こ
と
な
く
本
稿
の
課
題
に
向
き
あ
う
上
で
有
効

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
シ
ベ
リ
ア
の
諸
民
族
が
自
ら
の
言
語
文
化

で
あ
る
口
承
文
芸
に
ど
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
ル
を
設
け
て
い
る
か
と
い
う
民

俗
語
彙
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
般
に
口
承
文
芸
に
は
二
つ
（
例
外
的
に

は
三
つ
）
の
区
分
が
な
さ
れ
、
私
見
で
は
そ
の
特
徴
は
「
詠
わ
れ
る
説
話
」

と
「
語
ら
れ
る
説
話
」
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
ア
イ
ヌ
語
の
ユ
ー
カ
ラ
は

前
者
、
ウ
ウ
ェ
ペ
ケ
ル
は
後
者
で
あ
る
。
同
様
に
ア
ム
ー
ル
ラ
ン
ド
の
諸

族
で
も
、
こ
の
よ
う
な
二
分
法
が
確
認
で
き
る
﹇
荻
原　

二
〇
一
三
﹈。
エ

ヴ
ェ
ン
キ
の
場
合
に
は
、
ニ
ム
ン
ガ
カ
ン
／
ニ
ム
ガ
カ
ン
は｢

詠
わ
れ
る

説
話｣

、
ウ
ル
グ
ル
が
「
語
ら
れ
る
説
話
」
に
対
応
す
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
エ
ヴ
ェ
ン
キ
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
英
雄
の
説
話
を
研
究
者
が
ど
の
よ

う
に
性
格
づ
け
る
か
と
い
う
こ
と
を
別
に
し
て
、
本
稿
で
は
「
詠
わ
れ
る

説
話
」
の
叙
事
詩
を
便
宜
的
に
英
雄
叙
事
詩
と
し
て
論
を
進
め
る
こ
と
と

し
、
そ
の
上
で
、
歴
史
的
・
社
会
経
済
的
な
観
点
か
ら
、
そ
の
類
型
を
考

え
る
こ
と
が
生
産
的
で
あ
る
と
考
え
る
。

三　

シ
ベ
リ
ア
の
英
雄
叙
事
詩
の
歴
史
・
社
会･

経
済
的
背
景
─
類
型
に
つ
い
て

中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
や
シ
ベ
リ
ア
諸
民
族
の
口
承
文
芸
に
つ
い
て
は
、
ソ

ヴ
ィ
エ
ト･

ロ
シ
ア
の
研
究
者
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
研
究
対
象
と
す
る
民
族

の
叙
事
詩
の
類
型
（
タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
）
を
論
じ
て
い
る
。
広
く
口
承
文
芸

研
究
と
い
う
立
場
か
ら
は
、V

.Y
a.

プ
ロ
ッ
プ
、V.M

.

ジ
ル
ム
ン
ス
キ
ー
、

E.M
.

メ
レ
チ
ン
ス
キ
ー
、B.N

.

プ
チ
ー
ロ
フ
な
ど
に
よ
っ
て
、
叙
事
詩
の

タ
イ
ポ
ロ
ジ
ー
を
も
と
に
、
そ
の
起
原
・
継
承
・
成
立
に
つ
い
て
論
じ
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
議
論
の
拠
る
と
こ
ろ
は
基
本
的
に
は
社
会
経
済
発
展
段

階
、
す
な
わ
ち
、
唯
物
史
観
で
あ
る
。
そ
し
て
今
日
ま
で
、
シ
ベ
リ
ア
の

叙
事
詩
研
究
で
は
多
か
れ
少
な
か
れ
そ
の
議
論
に
照
ら
し
て
各
民
族
の
叙
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事
詩
が
検
討
さ
れ
て
き
て
い
る
（
８
）。

一
般
的
に
は
古
代
的
叙
事
詩
（archaic epos

）、
古
典
的
叙
事
詩
（classic 

epos
）、
英
雄
叙
事
詩
（heroic epos

）
が
区
分
さ
れ
る
が
、
こ
の
区
分
に
は

境
界
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
の
議
論
の
な
か
で
は
、
神
話
、

神
話
的
叙
事
詩
、
魔
法
昔
話
、
英
雄
昔
話
（heroic skazka

）、
英
雄
説
話

（skazanie

）、
英
雄
叙
事
詩
（epos

）
な
ど
の
語
が
使
わ
れ
、
大
ま
か
に
い

え
ば
、
各
民
族
の
英
雄
叙
事
詩
が
神
話
や
神
話
的
な
説
話
、
氏
族
・
民
族
起

原
の
伝
承
を
ひ
き
継
ぎ
な
が
ら
、
氏
族･

部
族
な
ど
の
接
触
・
抗
争
、
異
民

族
と
の
戦
争
な
ど
の
歴
史
的
事
実
を
背
景
に
し
て
成
立
し
て
き
た
こ
と
が
説

か
れ
て
い
る（
９
）。

こ
の
よ
う
な
議
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
多
く
の
研
究
者
た
ち

は
そ
れ
ぞ
れ
が
研
究
対
象
と
す
る
民
族
の
英
雄
叙
事
詩
の
成
立
に
つ
い
て
個

別
に
論
じ
て
い
る
。
以
下
に
い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ
よ
う
。

（
イ
）
エ
ヴ
ェ
ン
キ
の
ニ
ム
ン
ガ
カ
ン
の
主
題

エ
ヴ
ェ
ン
キ
語
で
は
既
述
の
よ
う
に
、
口
承
文
芸
に
ニ
ム
ン
ガ
カ
ン
／

ニ
ム
ガ
カ
ン
と
ウ
ル
グ
ル
と
い
う
二
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
が
あ
り
、
英
雄
叙
事

詩
は
神
話
と
と
も
に
前
者
に
区
別
さ
れ
る
。
そ
し
て
ニ
ム
ン
ガ
カ
ン
で
は
、

最
初
の
人
間
で
あ
る
主
人
公
・
英
雄
は
孤
独
な
存
在
と
し
て
語
ら
れ
る
。

こ
の
最
初
の
人
間
が
ど
の
よ
う
に
し
て
こ
の
地
上
に
登
場
し
た
の
か
に
つ

い
て
は
、
天
神
や
火
な
ど
の
神
霊
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
次
い
で
孤
独

な
主
人
公
（
一
人
だ
け
の
孤
独
と
い
う
場
合
、
き
ょ
う
だ
い
だ
け
で
孤
独

と
い
う
場
合
も
あ
る
）
の
遠
征
・
冒
険
が
語
ら
れ
る
が
、
そ
の
動
機
や
目

的
は
世
界
を
見
聞
し
て
自
己
の
存
在
を
認
識
し
よ
う
と
す
る
と
か
、
他
人

の
存
在
の
有
無
を
確
か
め
る
た
め
で
も
あ
り
、
ま
た
、
力
競
べ
、
闘
い
で

嫁
を
獲
得
す
る
と
い
う
場
合
も
あ
る
﹇В

арламова 2002:54-99

﹈。

一
方
、
ヤ
ク
ー
チ
ヤ
や
そ
れ
に
近
接
す
る
東
シ
ベ
リ
ア
の
エ
ヴ
ェ
ン
キ

の
英
雄
叙
事
詩
ニ
ム
ン
ガ
カ
ン
に
は
、
サ
ハ
の
オ
ロ
ン
ホ
の
影
響
が
明
ら

か
で
あ
る
。
物
語
の
舞
台
は
天
界
・
中
界
・
地
下
界
の
三
界
世
界
で
あ
り
、

そ
こ
で
は
主
人
公
の
英
雄
・
勇
者
（
マ
タ
）
が
地
下
界
の
魔
物
ア
ヴ
ァ
ヒ

と
対
決
し
て
、
壮
絶
な
闘
い
を
く
り
か
え
す
。
そ
の
理
由
は
掠
奪
さ
れ
た

姉
妹
の
救
出
で
あ
る
。
ま
た
、
勇
者
が
自
ら
の
嫁
を
求
め
て
遠
征
す
る
妻

覓
も
主
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
花
嫁
を
伴
っ
て
帰
郷
す
る
と
盛
大
な
祝
宴

が
開
か
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
場
か
ら
次
の
勇
者
が
花
嫁
を
求
め
て
遠
征

に
出
立
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
話
は
連
鎖
的
に
つ
づ
く
場
合
が
あ
る
。
ま

た
、
東
シ
ベ
リ
ア
の
エ
ヴ
ェ
ン
キ
で
は
主
人
公
・
勇
者
に
は
氏
族
の
始
祖

も
し
く
は
文
化
英
雄
と
し
て
の
特
徴
が
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
も
重
要
な
特

徴
で
あ
る
﹇
荻
原　

一
九
九
七
、二
〇
〇
一
﹈。

（
ロ
）
ア
ル
タ
イ
の
英
雄
叙
事
詩
カ
イ
に
つ
い
て

ア
ル
タ
イ
は
南
シ
ベ
リ
ア
の
ア
ル
タ
イ
共
和
国
の
主
要
民
族
（
人
口

六
万
七
千
人　

二
〇
〇
二
年
）
で
、
言
語
は
テ
ュ
ル
ク
語
族
に
属
す
る
。
民

族
学
や
言
語
学
で
は
南
北
の
区
分
が
な
さ
れ
、
南
ア
ル
タ
イ
の
グ
ル
ー
プ
に

は
ア
ル
タ
イ
・
キ
ジ
、
テ
レ
ン
ギ
ト
、
テ
レ
ウ
ト
諸
族
、
北
ア
ル
タ
イ
の
グ

ル
ー
プ
に
は
ク
マ
ン
ジ
ン
、
ト
ゥ
バ
ラ
ル
、
チ
ェ
ル
カ
ン
諸
族
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
地
域
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
別
は
あ
る
も
の
の
、『
ア

ル
タ
イ
の
英
雄
叙
事
詩
』
の
著
者S.S.

ス
ラ
ザ
ー
コ
フ
は
文
化
的
に
は
全
体
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と
し
て
共
通
性
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

そ
の
な
か
で
は
、（
1
）
氏
族
制
時
代
の
叙
事
詩
、（
2
）
初
期
封
建
制

時
代
の
叙
事
詩
、（
3
）
父
権
的
封
建
制
時
代
の
叙
事
詩
を
区
分
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
三
区
分
の
叙
事
詩
の
そ
れ
ぞ
れ
に
い
く
つ
か
の
主
題
が
取
り
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、（
1
）
英
雄
と
怪
物
と
の
闘
い
、
英
雄
と
地
下

界
の
住
人
と
の
闘
い
、
英
雄
の
結
婚
、
家
族
と
氏
族
関
係
、
襲
来
者
と
の
闘

い
、（
2
）
オ
ル
ホ
ン
碑
文
と
ア
ル
タ
イ
叙
事
詩
、
征
服
者･

ハ
ー
ン
（
汗
）

と
の
戦
い
の
英
雄
説
話
、（
3
）
反
封
建
制
の
モ
チ
ー
フ
、
歴
史
的
テ
ー
マ
、

習
俗
を
テ
ー
マ
と
す
る
説
話
な
ど
で
あ
る
﹇Суразаков 1985:

目
次
﹈。

ス
ラ
ザ
ー
コ
フ
の
基
本
的
な
考
え
に
よ
る
と
、
ア
ル
タ
イ
の
古
代
の
諸

族
で
は
怪
物
と
の
闘
い
や
そ
の
他
の
偉
業
を
な
し
遂
げ
る
宇
宙
起
源
の
巨

人
英
雄
の
神
話
や
伝
説
は
英
雄
叙
事
詩
に
先
行
す
る
も
の
で
あ
り
、「
神
話

は
叙
事
詩
（epos

）
で
は
な
い
」
と
い
う
。
つ
ま
り
、「
エ
ポ
ス
は
勇
者
の

手
柄
を
物
語
る
う
た
と
し
て
生
ま
れ
た
。
エ
ポ
ス
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
神
話

の
主
題
や
形
象
の
な
ご
り
が
あ
る
が
、
エ
ポ
ス
は
最
初
か
ら
別
な
る
英
雄

を
生
み
出
し
た
。
そ
れ
は
狩
人
勇
者
（
メ
ル
ゲ
ン
）、
次
に
は
騎
馬
の
戦
士

勇
者
（
バ
ー
タ
ル
）
で
あ
る
。
馬
の
な
い
勇
者
は
勇
者
で
は
な
い
、
勇
者

と
い
う
の
は
馬
に
乗
る
者
で
あ
る
」
と
い
う
﹇Суразаков 1985:26
﹈。

そ
し
て
、
馬
飼
養
と
い
う
経
済
活
動
が
新
た
な
経
済
・
社
会
制
度
へ
の
転

換
を
促
し
、
母
系
氏
族
か
ら
父
系
氏
族
制
へ
移
行
し
、
英
雄
と
英
雄
叙
事

詩
成
立
の
基
と
な
っ
た
と
す
る
。
こ
の
社
会
の
な
か
で
は
狩
猟
は
父
系
的

な
家
族
・
氏
族
に
と
っ
て
主
要
な
経
済
活
動
の
一
環
で
あ
り
、「
ア
ー
カ

イ
ッ
ク
叙
事
詩
」
で
は
英
雄
は
絶
え
ず
狩
に
で
か
け
、
馬
に
乗
っ
て
鹿
を

追
い
、
馬
の
背
か
ら
矢
を
放
ち
、
獲
物
を
馬
の
背
に
積
み
上
げ
る
。
叙
事

詩
の
な
か
で
は
こ
う
し
た
狩
人
勇
者
は
メ
ル
ゲ
ン
と
呼
ば
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
の
な
か
で
は
馬
は
ま
だ
そ
れ
ほ
ど
重
要
視
さ
れ
て
は
い
な
い
。

馬
飼
養
は
古
代
の
氏
族
や
部
族
生
活
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
。
つ

ま
り
、
馬
を
放
牧
す
る
た
め
に
氏
族
・
部
族
集
団
の
大
が
か
り
な
移
動
が
生

じ
、
そ
れ
は
軍
事
的
な
衝
突
や
襲
撃
を
伴
う
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
銅
や

青
銅
で
は
な
く
鉄
の
矢
尻
や
槍
、
太
刀
な
ど
新
た
な
武
器
が
作
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
戦
士
集
団
が
組
織
さ
れ
、
そ
れ
を
統
率
す
る
首
領
（
ハ
ー
ン
）
が

生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
て
、
勇
者
が
戦
士
に
な
る
の
は
、
自
分
の

馬
を
も
つ
、
す
な
わ
ち
、
若
者
の
イ
ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
儀
礼
で
馬
を
授
け
ら

れ
て
か
ら
で
あ
る
と
い
う
﹇Суразаков 1985

：26

│30

﹈
）
10
（

。

こ
の
考
え
方
は
ア
ル
タ
イ
ば
か
り
で
な
く
、
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
英
雄

叙
事
詩
の
成
立
に
つ
い
て
部
分
的
に
は
説
得
的
で
あ
る
。
乾
燥
・
半
乾
燥

地
域
で
あ
る
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
（
ア
ジ
ア
）
の
テ
ュ
ル
ク
・
モ
ン
ゴ
ル
諸

族
で
は
、
馬
匹
文
化
を
核
と
す
る
遊
牧
牧
畜
の
世
界
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に

戦
士
集
団
を
率
い
る
首
領
・
英
雄
の
戦
い
を
詠
う
英
雄
叙
事
詩
が
盛
行
し
、

叙
事
詩
の
な
か
で
は
英
雄
・
勇
者
と
共
に
馬
は
格
別
な
役
割
を
担
う
重
要

な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

（
ハ
）
サ
ハ
（
ヤ
ク
ー
ト
）
の
英
雄
叙
事
詩
オ
ロ
ン
ホ

サ
ハ
は
東
シ
ベ
リ
ア
の
レ
ナ
川
中
流
域
に
分
布
す
る
テ
ュ
ル
ク
語
系
の

民
族
（
人
口　

四
四
万
四
千
人
二
〇
〇
二
年
）
で
あ
る
。
か
つ
て
の
居
住

地
は
南
シ
ベ
リ
ア
に
あ
っ
た
が
、
そ
こ
は
テ
ュ
ル
ク
・
モ
ン
ゴ
ル
諸
族
の
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原
郷
地
と
さ
れ
て
い
る
。
テ
ュ
ル
ク
語
系
諸
族
は
南
シ
ベ
リ
ア
（
ア
ル
タ

イ
も
そ
の
一
つ
）
か
ら
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
一
帯
に
拡
が
り
、
さ
ら
に
は
、

南
ロ
シ
ア
の
ボ
ル
ガ
川
流
域
ま
で
の
広
大
な
地
域
に
居
住
し
て
い
る
。
そ

の
地
域
の
カ
ザ
フ
、
ウ
ズ
ベ
ク
、
キ
ル
ギ
ス
、
カ
ラ
カ
ル
パ
ク
な
ど
で
は

長
大
な
英
雄
叙
事
詩
が
知
ら
れ
て
い
る
。
サ
ハ
の
英
雄
叙
事
詩
は
こ
の
よ

う
な
民
族
と
起
源
的
に
深
く
か
か
わ
り
が
あ
る
と
み
ら
れ
、
英
雄
叙
事
詩

に
つ
い
て
も
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。

オ
ロ
ン
ホ
で
は
、「
古
代
の
勇
者
、
氏
族
の
首
領
、
地
上
の
部
族
（
ア
イ

イ･

ア
イ
マ
グ
）
と
地
上
の
人
間
（
ウ
ラ
ー
ン
ハ
イ
・
サ
ハ
）
の
守
護
者
た

ち
の
偉
業
が
う
た
わ
れ
、
…
…
勇
者
た
ち
は
地
下
界
や
天
上
界
の
悪
な
る
魔

物
ア
バ
ー
シ
と
闘
っ
て
、
平
穏
な
生
活
、
氏
族
や
部
族
の
安
泰
な
存
続
を
図

ろ
う
と
す
る
」﹇Емельянов 1980: 4

﹈。
オ
ロ
ン
ホ
の
体
系
的
な
研
究
者

で
あ
る
エ
メ
リ
ヤ
ー
ノ
フ
は
オ
ロ
ン
ホ
の
テ
ー
マ
を
（
1
）
地
上
世
界
の
居

住
、（
2
）
ウ
ラ
ー
ン
ハ
イ
・
サ
ハ
族
の
始
祖
、（
3
）
ア
イ
イ
族
と
ウ
ラ
ー

ン
ハ
イ
・
サ
ハ
の
守
護
者
に
大
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ま
た
サ
ブ
グ
ル
ー
プ
を

設
け
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

地
上
の
部
族
ア
イ
イ
・
ア
イ
マ
グ
と
は
天
神
ア
イ
イ
に
由
来
す
る
地
上

の
住
者
を
指
し
、
ウ
ラ
ー
ン
ハ
イ
・
サ
ハ
は
南
シ
ベ
リ
ア
か
ら
今
日
の
レ

ナ
川
流
域
に
移
住
し
て
き
た
サ
ハ
人
の
祖
先
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

前
者
は
起
原
神
話
、
後
者
は
歴
史
伝
承
に
由
来
す
る
名
称
で
あ
る
。（
1
）

地
上
世
界
の
居
住
に
つ
い
て
の
オ
ロ
ン
ホ
に
は
二
通
り
の
話
が
あ
る
。
そ

の
一
つ
で
は
天
神
ユ
ル
ン
グ
・
ア
イ
イ
・
ト
ヨ
ン
が
自
ら
の
子
供
を
地
上

に
住
ま
わ
せ
、
そ
の
息
子
と
娘
か
ら
地
上
の
ウ
ラ
ー
ン
ハ
イ
・
サ
ハ
が
生

ま
れ
た
と
す
る
。
も
う
一
つ
の
話
で
は
、
中
界
に
降
下
し
た
の
は
何
か
の

過
ち
を
犯
し
た
罰
と
し
て
天
界
か
ら
追
放
さ
れ
た
天
神
の
子
で
あ
る
。
天

神
は
そ
の
ア
イ
イ
の
子
孫
た
ち
を
天
上
界
に
戻
し
、
地
上
に
は
主ぬ
し

霊
を
お

き
、
そ
れ
に
人
間
を
守
護
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
付
与
し
た
と

す
る
。（
2
）
ウ
ラ
ー
ン
ハ
イ
・
サ
ハ
の
氏
族
の
首
領
と
し
て
は
、
①
孤
独

な
男
、
②
ウ
ラ
ー
ン
ハ
イ
・
サ
ハ
族
の
氏
族
長
、
③
部
族
の
首
領
と
そ
の

息
子
た
ち
、
④
そ
の
他
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
孤
独
な
主
人
公
と
は
、
す

な
わ
ち
、
地
上
世
界
の
最
初
の
人
間
＝
エ
ル
・
ソ
ゴ
ト
フ
（
た
っ
た
一
人

の
人
間
の
意
）
や
エ
レ
イ
デ
ー
フ
・
ブ
ル
イ
ダ
ー
フ
（
苦
労
多
き
人
の
意
）

の
こ
と
で
、
地
上
に
生
活
の
手
段
を
も
う
け
る
文
化
英
雄
的
な
役
割
を
果

た
す
話
、
地
下
世
界
の
魔
物
と
闘
っ
て
掠
わ
れ
た
嫁
や
女
性
た
ち
を
と
り

も
ど
す
話
な
ど
、
そ
の
役
割
は
基
本
的
に
は
人
間
の
生
活
の
諸
側
面
に
か

か
わ
っ
て
い
る
。

（
3
）
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ア
イ
イ･

ア
イ
マ
グ
と
ウ
ラ
ー
ン
ハ
イ
・
サ

ハ
を
襲
撃
す
る
地
下
世
界
や
上
界
の
魔
物
ア
バ
ー
シ
か
ら
民
を
守
護
す
る

話
で
あ
る
。
登
場
す
る
守
護
者
は
、
①
地
上
世
界
に
生
ま
れ
育
っ
た
勇
者
、

②
天
界
か
ら
地
上
に
降
下
し
た
勇
者
、
③
女
勇
者
で
あ
る
。
地
上
に
生
ま

れ
た
勇
者
は
多
く
の
場
合
奇
跡
的
な
誕
生
を
し
た
子
供
か
薄
倖
な
年
下
の

兄
弟
で
あ
る
。
ま
た
、
強
力
な
守
護
者
で
あ
る
ニ
ュ
ル
グ
ン
勇
者
は
最
高

神
た
ち
の
采
配
に
よ
っ
て
ア
イ
イ･

ア
イ
マ
グ
を
救
助
す
る
た
め
に
上
界

か
ら
地
上
界
に
降
下
し
て
く
る
﹇Емельянов 1980: 5-11

﹈。

要
す
る
に
、
サ
ハ
の
オ
ロ
ン
ホ
は
天
界
・
地
上
界
・
地
下
界
と
い
う
世

界
の
な
か
で
の
、
天
界
と
地
上
界
の
住
人
対
地
下
界
の
魔
物
ア
バ
ー
シ
ー
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と
の
抗
争
・
戦
い
が
一
貫
し
た
テ
ー
マ
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
も
、

こ
の
三
界
構
造
は
天
界
に
も
あ
り
、
天
界
の
地
下
界
は
ア
バ
ー
シ
ー
の
世

界
で
あ
る
。
そ
し
て
、
登
場
す
る
ヒ
ロ
イ
ン
は
し
ば
し
ば
強
力
な
シ
ャ
マ

ン
で
あ
る
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

（
ニ
）
ア
ム
ー
ル
ラ
ン
ド
の
英
雄
叙
事
詩

V.Ya.

プ
ロ
ッ
プ
『
口
承
文
芸
と
現
実
』（
一
九
七
六
年
）
に
「
チ
ュ
ク

チ
神
話
と
ギ
リ
ャ
ク
叙
事
詩epos

」（
初
出
は
一
九
四
五
年
）
と
題
す
る
覚

え
書
き
の
よ
う
な
小
論
が
あ
る
。
チ
ュ
ク
チ
は
北
東
シ
ベ
リ
ア
、
ギ
リ
ャ

ク
は
サ
ハ
リ
ン
・
ア
ム
ー
ル
川
下
流
域
の
民
族
で
あ
る
。
そ
の
趣
旨
は

「
エ
ポ
ス
の
基
本
的
な
構
造
は
シ
ャ
マ
ン
の
神
話
を
基
盤
と
す
る
チ
ュ
ク

チ
の
説
話
に
あ
る）

11
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
エ
ポ
ス
の
萌
芽
的
な
段
階
は
ニ
ヴ

フ
（
ギ
リ
ャ
ク
）
の
叙
事
詩
ナ
ス
ト
ゥ
ン
ド
に
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
神
話

と
比
較
し
た
場
合
の
本
質
的
な
違
い
は
、「
魔
法
の
才
、
護
符
、
援
助
者
が

な
く
な
り
、
英
雄
は
自
力
、
強
靱
な
体
力
、
勇
気
と
大
胆
さ
を
も
っ
て
行

動
す
る
。
こ
の
決
定
的
な
手
柄
か
ら
、
英
雄
叙
事
詩
の
創
造
と
ヒ
ロ
イ
ズ

ム
の
新
た
な
観
念
が
導
か
れ
る
。
英
雄
と
な
る
の
は
人
間
で
あ
る
」
と
し

て
い
る
﹇П

ропп 1976: 300-301

﹈。（
ニ
ヴ
フ
の
叙
事
詩
ナ
ス
ト
ゥ
ン

ド
は
一
九
〇
八
年
出
版
のL.

シ
ュ
テ
ル
ン
ベ
ル
グ
の
資
料
集
に
拠
る
﹇Ш

тернберг 1908

：
参
照　

荻
原　

一
九
八
九
年
﹈。

こ
の
よ
う
な
人
間
が
ど
の
よ
う
な
歴
史
的
・
社
会
経
済
的
な
背
景
で
生

ま
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
具
体
的
な
ヒ
ン
ト
を
与
え

て
く
れ
る
の
は
、Zh.K

.

レ
ー
ベ
ジ
ェ
ヴ
ァ
に
よ
る
北
方
諸
民
族
の
叙
事

詩
の
比
較
研
究
で
あ
る
﹇Л

ебедева　

1981

﹈。
そ
こ
で
は
東
シ
ベ
リ
ア

の
エ
ヴ
ェ
ン
（
言
語
上
は
エ
ヴ
ェ
ン
キ
に
近
縁
で
あ
る
が
、
そ
の
分
布
は

オ
ホ
ー
ツ
ク
海
寄
り
か
ら
さ
ら
に
北
方
で
あ
る
）
の
叙
事
詩
を
中
心
に
、

エ
ヴ
ェ
ン
キ
、
ア
ム
ー
ル
ラ
ン
ド
の
諸
民
族
、
西
シ
ベ
リ
ア
の
ネ
ネ
ツ
の

テ
キ
ス
ト
を
取
り
あ
げ
て
、
一
般
に
共
通
す
る
次
の
よ
う
な
テ
ー
マ
を
抽

出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
男
と
別
に
暮
ら
す
女
、
②
女
シ
ャ
マ
ン
、

③
ヒ
ロ
イ
ン
の
成
人
、
③
ヒ
ロ
イ
ン
の
婿
捜
し
、
④
女
勇
者
の
復
讐
、
⑤

若
い
勇
者
の
成
人
、
⑥
勇
者
の
復
讐
、
⑦
嫁
の
獲
得
、
⑧
氏
族
間
抗
争
・

部
族
戦
争
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
神
話
的
な
要
素
は
み
ら
れ
な
い
。

こ
の
前
半
①
〜
④
の
主
人
公
は
女
勇
者
・
ヒ
ロ
イ
ン
、
後
半
⑤
〜
⑦
は

男
性
の
英
雄
・
勇
者
で
あ
る
。
ア
ー
カ
イ
ッ
ク
、
す
な
わ
ち
、
古
代
叙
事

詩
に
女
性
の
勇
者
を
位
置
づ
け
る
こ
の
議
論
に
は
、
明
ら
か
に
そ
の
根
底

に
母
系
性
社
会
が
想
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
は
こ
こ
で
は
措
く
と

し
て
、
シ
ベ
リ
ア
の
英
雄
叙
事
詩
に
は
女
性
の
勇
者
・
戦
士
、
狩
人
な
ど

が
登
場
す
る
例
は
少
な
く
な
い
）
12
（

。
後
半
⑤
〜
⑦
の
男
性
の
勇
者
の
活
躍
の

場
面
は
女
性
の
場
合
と
基
本
的
に
重
な
る
。
た
だ
、
異
な
る
の
は
⑧
氏
族

間
抗
争
・
部
族
戦
争
と
い
う
新
た
な
社
会
環
境
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、

そ
れ
は
社
会
経
済
制
度
の
現
実
的
な
変
化
の
暗
示
と
い
え
よ
う
。
例
え
ば
、

北
方
の
ト
ナ
カ
イ
飼
養
民
の
社
会
で
は
放
牧
地
を
め
ぐ
る
摩
擦
や
畜
群
の

略
奪
な
ど
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
氏
族
同
士
や
異
民
族
の
間
の
戦
争
が
引
き

お
こ
さ
れ
る
。
そ
れ
と
は
異
な
り
、
ア
ム
ー
ル
ラ
ン
ド
の
諸
民
族
で
は
清

朝
下
に
お
け
る
交
易
活
動
の
盛
行
に
よ
っ
て
生
じ
た
地
域
間
や
集
落
間
の

格
差
や
摩
擦
の
影
響
が
想
定
さ
れ
な
く
も
な
い
。
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上
述
の
ア
ー
カ
イ
ッ
ク
叙
事
詩
や
古
典
的
叙
事
詩
に
神
話
的
な
叙
事
詩

と
現
世
の
「
人
」
を
主
人
公
と
す
る
叙
事
詩
を
分
別
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
す
る
な
ら
、
ア
ム
ー
ル
ラ
ン
ド
の
英
雄
叙
事
詩
は
、
現
世
の
「
人
」、
そ

れ
も
「
大
人
」
の
例
で
あ
る
。
そ
し
て
、
主
人
公
は
男
性
も
女
性
も
狩
り

に
よ
っ
て
生
活
し
、
外
出
す
る
き
っ
か
け
は
狩
り
で
あ
る
。
展
開
す
る
話

の
な
か
に
は
し
ば
し
ば
シ
ャ
マ
ン
が
登
場
し
、
ま
た
、
女
性
た
ち
が
鳥
に

変
身
し
て
霊
的
な
存
在
と
し
て
主
人
公
を
助
け
る
モ
チ
ー
フ
は
顕
著
な
特

徴
で
あ
る
。

他
方
、
こ
の
よ
う
な
話
と
共
に
、
ア
ム
ー
ル
ラ
ン
ド
の
英
雄
叙
事
詩
（ni

ngm
aa,ningm

a,ningum
an,nim

apu,nim
anku

）
に
は
孤
独
な
主
人
公
の

話
が
あ
る
。
そ
の
孤
独
な
主
人
公
と
は
、
村
落
間
の
争
い
に
よ
り
両
親
や

家
族
が
滅
ぼ
さ
れ
る
か
、
掠
奪
の
後
に
と
り
残
さ
れ
た
孤
児
で
あ
る
。
争

い
の
原
因
は
具
体
的
に
は
語
ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
現
実
に
繰
り
か
え
さ

れ
て
き
た
地
域
間
、
村
落
間
の
争
い
、
襲
撃
な
ど
の
歴
史
的
事
実
を
反
映

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。偶
々
死
を
免
れ
た
主
人
公
は
偶
然
に
両
親
や
き
ょ

う
だ
い
の
消
息
を
知
り
、
遠
征
に
で
か
け
仇
敵
を
討
ち
、
囚
わ
れ
た
一
族

と
村
び
と
を
救
出
し
て
村
を
再
興
す
る
。

ア
ム
ー
ル
ラ
ン
ド
の
英
雄
叙
事
詩
で
は
主
人
公
は
固
有
の
名
を
持
た
な

い
か
、
も
し
く
は
メ
ル
ゲ
ン
（
そ
れ
に
類
す
る
メ
ル
ゴ
、
マ
ル
ゴ
な
ど
）

と
し
て
登
場
す
る
。
メ
ル
ゲ
ン
と
は
弓
の
名
射
手
の
意
で
、
こ
の
語
は
先

に
触
れ
た
よ
う
に
広
く
ア
ル
タ
イ
で
も
、
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
の
叙
事
詩
に

も
共
通
す
る
。
こ
の
点
で
は
ア
ム
ー
ル
ラ
ン
ド
の
英
雄
叙
事
詩
は
類
型
と

し
て
は
ス
ラ
ザ
ー
コ
フ
の
い
う
と
こ
ろ
の
「
狩
猟
民
の
英
雄
叙
事
詩
」
と

い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

四　

ア
イ
ヌ
の
英
雄
叙
事
詩
・
ポ
イ
ヤ
ウ
ン
ペ
の
ユ
ー
カ
ラ　

以
上
、
シ
ベ
リ
ア
の
い
く
つ
か
の
民
族
の
英
雄
叙
事
詩
に
つ
い
て
、
そ

の
概
要
を
み
て
き
た
が
、
全
般
に
わ
た
っ
て
類
型
を
整
理
し
て
多
少
な
り

と
も
体
系
化
す
る
た
め
に
は
、
ま
だ
多
く
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
を
経
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
こ
こ
で
は
ご
く
概
略
的
に
ア
イ
ヌ
の
ユ
ー
カ

ラ
が
ど
の
よ
う
な
民
族
の
そ
れ
に
近
似
す
る
も
の
か
ど
う
か
、
考
え
て
み

る
こ
と
に
し
よ
う
。

い
わ
ゆ
る
神
話
的
叙
事
詩
と
人
間
の
叙
事
詩
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
な

ら
、
ア
イ
ヌ
ラ
ッ
ク
ル
を
主
人
公
と
す
る
ユ
ー
カ
ラ
は
、
始
祖
神
も
し
く

は
文
化
英
雄
の
神
話
的
叙
事
詩
と
し
て
、
シ
ベ
リ
ア
の
諸
多
の
民
族
に
も

共
通
す
る
ア
ー
カ
イ
ッ
ク
な
い
し
は
古
典
的
叙
事
詩
と
み
な
す
こ
と
が
で

き
よ
う
﹇
荻
原　

一
九
九
四
│
一
﹈
）
13
（

。

一
方
、
ポ
イ
ヤ
ウ
ン
ペ
を
主
人
公
と
す
る
ユ
ー
カ
ラ
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
古
く
に
採
録
出
版
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
は
か
な

り
特
異
な
プ
ロ
ッ
ト
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
る）

14
（

。
日
高
地
方
の
伝
承
者
ワ

カ
ル
パ
翁
や
幌
別
の
金
成
マ
ツ
か
ら
採
録
さ
れ
た
代
表
的
な
テ
キ
ス
ト
で

は
、
ポ
イ
ヤ
ウ
ン
ペ
は
シ
ヌ
タ
プ
カ
の
幼
い
城
主
と
い
う
設
定
で
あ
る
。
こ

の
勇
者
と
し
て
の
戦
い
の
相
手
は
近
郷
の
首
領
た
ち
の
連
合
で
あ
る
。
そ
の

敵
対
者
に
と
っ
て
の
戦
い
の
目
的
は
シ
ヌ
タ
プ
カ
城
に
集
積
さ
れ
て
い
る
財

宝
の
争
奪
で
あ
る
ら
し
い
が
、
ポ
イ
ヤ
ウ
ン
ペ
が
戦
い
に
馳
せ
散
じ
る
の
は
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敵
対
者
の
追
撃
で
あ
り
、
ま
た
、
時
に
は
味
方
に
な
る
乙
女
の
救
出
で
あ
る
。

ポ
イ
ヤ
ウ
ン
ペ
が
敵
対
者
を
滅
ぼ
し
て
、
相
手
方
の
財
宝
や
民
を
も
の
に
し

て
、
凱
旋
し
た
と
い
う
話
で
は
な
い
。
し
か
も
、
こ
の
城
主
に
は
治
め
る
村

や
守
る
べ
き
社
会
集
団
が
あ
る
よ
う
で
は
な
く
、
せ
い
ぜ
い
姻
戚
関
係
に
あ

る
首
領
の
村
と
地
縁
的
な
連
合
が
あ
る
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
主
題
に
つ
い
て
は
、
ア
イ
ヌ
ラ
ッ
ク
ル
の
ユ
ー
カ
ラ
と
ポ

イ
ヤ
ウ
ン
ペ
の
ユ
ー
カ
ラ
と
は
異
な
る
範
疇
に
属
す
る
が
、
口
承
文
芸
と

し
て
の
形
式
に
は
明
ら
か
に
共
通
性
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
シ
ベ
リ
ア
諸
民
族
に
見
ら
れ
る
現
世
の
人
間
英
雄
の
物
語
は
、

そ
の
背
景
に
氏
族
や
部
族
な
ど
の
社
会
組
織
が
あ
り
、
主
人
公
に
は
そ
の

社
会
集
団
の
長
と
し
て
の
役
割
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ム
ー
ル
ラ

ン
ド
の
英
雄
叙
事
詩
で
は
主
人
公
の
勇
者
は
掠
奪
さ
れ
た
家
族
や
村
び
と

を
救
済
し
、
そ
し
て
村
を
再
興
し
た
と
い
う
結
末
が
語
ら
れ
る
。
そ
れ
に

比
し
て
、
ポ
イ
ヤ
ウ
ン
ペ
に
は
そ
の
よ
う
な
社
会
的
な
背
景
や
役
割
が
明

ら
か
で
な
い
ば
か
り
か
、
戦
い
に
出
陣
す
る
目
的
が
必
ず
し
も
定
か
で
な

い
。
ま
た
、ア
ム
ー
ル
ラ
ン
ド
の
英
雄
叙
事
詩
で
は
主
人
公
が
狩
人
で
あ
っ

て
、
狩
の
装
備
を
も
っ
て
（
女
性
の
場
合
に
も
）
狩
り
に
で
か
け
る
と
こ

ろ
か
ら
語
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ポ
イ
ヤ
ウ
ン
ペ
が
狩
り
に
出
か
け

る
の
は
、
狩
人
と
し
て
で
は
な
い
。
そ
の
き
っ
か
け
は
養
育
者
の
女
性
に

よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
が
、
狩
り
の
本
当
の
目
的
は
鹿
肉
で
は
な
く
、
そ
の

意
図
は
別
に
あ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
、
ポ
イ

ヤ
ウ
ン
ペ
を
主
人
公
と
す
る
ユ
ー
カ
ラ
で
は
、
こ
の
少
年
英
雄
は
確
か
に

ト
ミ
サ
ン
ペ
ツ
・
シ
ヌ
タ
プ
カ
の
城
主
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
は
い
る
が
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
静
的
な
日
常
生
活
か
ら
は
首
領
と
し
て
の
社
会
経
済
的
な

役
割
は
一
向
に
窺
い
し
れ
な
い
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
英
雄
叙
事
詩
と
し

て
の
ポ
イ
ヤ
ウ
ン
ペ
の
ユ
ー
カ
ラ
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
ど
の
よ
う
な
英
雄
叙

事
詩
に
近
似
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
類
型
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
は
、
断
定
し
難
い
。
言
い
か
え
る
な
ら
、
類
型
と
い
う
点
で
は
、
ユ
ー

ラ
シ
ア
の
英
雄
叙
事
詩
の
な
か
に
比
較
対
照
を
見
い
だ
す
こ
と
が
難
し
い
、

き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
例
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
し
、
叙

事
詩
の
構
成
、
叙
述
や
表
現
な
ど
詩
学
的
な
特
徴
に
つ
い
て
い
え
ば
、
ユ
ー

ラ
シ
ア
の
英
雄
叙
事
詩
一
般
に
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
々
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
り
﹇
荻
原　

二
〇
一
六　

表
参
照
﹈、
こ
の
方
面
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
は
比
較
検
討
の
余
地
が
あ
る
も
の
と
思
う
。

注（
1
） 

ユ
ー
カ
ラ
に
は
「
英
雄
詞
曲
」
と
す
る
考
え
も
あ
る
が
、
広
く
諸
多

の
例
を
含
め
て
比
較
す
る
上
で
は
、
便
宜
的
に
「
英
雄
叙
事
詩
」
と

す
る
ほ
う
が
望
ま
し
い
。

（
2
） 

金
田
一
に
よ
る
オ
イ
ナ
（
聖
伝
）、
大
伝
、
小
伝
は
各
テ
キ
ス
ト
の
物

語
の
内
容
に
照
ら
し
て
付
さ
れ
た
も
の
で
、
い
ず
れ
も
そ
の
主
人
公

は
ア
イ
ヌ
ラ
ッ
ク
ル
で
あ
る
。
オ
イ
ナ
は
ア
イ
ヌ
ラ
ッ
ク
ル
の
神
話
、

大
伝
は
ア
イ
ヌ
ラ
ッ
ク
ル
が
魔
神
に
奪
わ
れ
た
太
陽
の
女
神
を
救
出

す
る
物
語
、
小
伝
は
羽
衣
説
話
の
モ
チ
ー
フ
の
あ
る
ア
イ
ヌ
ラ
ッ
ク

ル
の
恋
愛
婚
姻
譚
で
あ
る
。
ア
イ
ヌ
の
叙
事
詩
一
般
論
と
し
て
は
、

い
ず
れ
も
ア
イ
ヌ
ラ
ッ
ク
ル
神
話
サ
イ
ク
ル
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
3
） В

асилевич Г.М
.

（сост.

） М
ат

ериалы
 по эвенкийскому 

（т
унгусскому

） фольклору. Л
.

（
4
） В

асилевич Г.М
. И

ст
орический ф

ольклор эвенков. 
С

казания и предания. М
.-Л

. 1966 

（
5
） 

た
だ
し
、
そ
の
説
明
と
し
て
、
東
部
エ
ヴ
ェ
ン
キ
の
英
雄
説
話
は

「
古
代
ト
ゥ
ン
グ
ー
ス
が
南
ザ
バ
イ
カ
ー
リ
エ
（
バ
イ
カ
ル
湖
東
部
）

地
域
か
ら
東
へ
分
散
し
た
あ
る
段
階
、
紀
元
六
世
紀
以
前
を
反
映
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
住
居
（
ア
イ
グ
ル
）
の
記
述
と
狩
人
た
ち
の

敵
対
者
の
所
在
が
西
（
オ
ノ
ン
川
の
西
）
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
拠

る
」
と
し
て
い
る
﹇И

ст
орический ф

ольклор эвенков:15

﹈。

こ
れ
に
対
し
て
、I.V.Pukhov
は
東
部
エ
ヴ
ェ
ン
キ
の
ニ
ム
ン
ガ
カ

ン
と
ヤ
ク
ー
ト
の
オ
ロ
ン
ホ
に
共
通
す
る
特
徴
が
古
代
に
由
来
す
る

と
共
に
、
接
触
に
よ
る
影
響
を
認
め
て
い
る
﹇Э

венкийске ге-
роические сказания:75

﹈。

（
6
） Ром

анова А
.В

., М
ы

реева А
.Н

. Ф
ольклор эвенков 

Я
кут

ии. Л
. 1971

（
7
） Э

венкийские героические сказания. Н
овосибирск. 

1990 

（“П
ам

ятники ф
ольклора народов С

ибири и   
Д

альнего В
остока”

）

（
8
） 

日
本
に
お
け
る
英
雄
叙
事
詩
に
つ
い
て
の
歴
史
的
な
議
論
は
三
浦

佑
之
「
古
代
日
本
列
島
の
英
雄
叙
事
詩
」『
叙
事
詩
の
学
際
的
研
究
』

（
研
究
代
表
者　

三
浦
佑
之　

平
成
9
〜
12
年
度　

科
学
研
究
費
補

助
金
研
究
成
果
報
告
）
二
│
三
三
頁
に
詳
し
い
。

（
9
） 

こ
の
議
論
は
原
始
共
産
制
、
母
系
氏
族
社
会
か
ら
父
系
氏
族
社
会
、

部
族
社
会
・
封
建
制
を
念
頭
に
進
め
ら
れ
て
き
た
と
言
え
よ
う
。
英

雄
叙
事
詩
の
成
立
条
件
が
階
層
化
し
た
社
会
で
あ
る
封
建
社
会
や
民

族
国
家
に
あ
る
と
す
る
考
え
は
、ロ
シ
ア
の
学
会
ば
か
り
で
は
な
い
。

広
く
世
界
の
神
話
に
造
詣
の
深
い
松
村
一
男
は
英
雄
叙
事
詩
に
関
連

し
て
、
神
話
的
叙
事
詩
は
「
ど
の
よ
う
な
人
間
社
会
で
も
存
在
す
る

カ
テ
ゴ
リ
ー
で
は
な
い
。
そ
れ
は
王
が
い
て
、
英
雄
が
い
て
、
戦
士

団
が
い
る
よ
う
な
社
会
で
の
み
存
在
し
う
る
。
…
…
戦
闘
を
神
話
的

叙
事
詩
と
す
る
の
は
一
定
の
発
達
し
た
階
層
化
社
会
に
お
い
て
の
み

な
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
﹇
松
村　

二
〇
一
三　

七
一
頁
﹈。
こ

の
論
で
は
、
神
話
的
叙
事
詩
が
そ
れ
と
し
て
階
層
化
社
会
に
独
立
に

生
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
神
話
的
叙
事

詩
に
つ
い
て
も
シ
ベ
リ
ア
の
口
承
文
芸
は
有
効
な
考
察
の
手
が
か
り

を
与
え
て
く
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
10
） 

こ
う
し
た
特
徴
は
モ
ン
ゴ
ル
の
英
雄
叙
事
詩
「
ジ
ャ
ン
ガ
ル
」
に
も

共
通
す
る
。

（
11
） 

英
雄
叙
事
詩
の
起
源
を
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
、
つ
ま
り
、
シ
ャ
マ
ン
の
伝
承

に
求
め
る
考
え
方
は
学
説
史
の
上
で
は
根
強
く
あ
る
。
例
え
ば
、
エ

ヴ
ェ
ン
キ
語
の
英
雄
叙
事
詩
ニ
ム
ン
ガ
カ
ン
（nim

ngakan

）
は
シ
ャ

マ
ン
を
意
味
す
る
ニ
ム
ン
ガ
カ
ラ
ン（nim

ngakalan

）
と
同
根
で
あ
る
。

そ
し
こ
の
語
は
ま
た
語
り
部
を
表
す
。﹇Варламова　

2012

：109

﹈

（
12
） 

シ
ベ
リ
ア
ば
か
り
で
な
く
、
叙
事
詩
の
な
か
で
女
性
が
ヒ
ロ
イ
ン
・

勇
者
・
戦
士
・
シ
ャ
マ
ン
な
ど
と
し
て
登
場
す
る
例
は
中
央
ユ
ー
ラ
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シ
ア
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ま
で
認
め
ら
れ
る
。﹇
荻
原　

二
〇
〇
五
﹈

（
13
） 

ア
イ
ヌ
ラ
ッ
ク
ル
の
一
篇
「
ポ
ロ
オ
イ
ナ
異
伝
Ⅳ
」（『
ユ
ー
カ
ラ
集

Ⅱ
』）
に
は
羽
衣
神
話
の
モ
チ
ー
フ
が
あ
る
。

（
14
） 
ポ
イ
ヤ
ウ
ン
ペ
が
養
育
者
の
も
と
で
庇
護
さ
れ
て
い
る
と
い
う
場
合

ば
か
り
で
な
く
、
例
外
的
に
は
幼
い
き
ょ
う
だ
い
を
扶
養
し
て
い
る

と
か
、
性
悪
な
伯
父
の
も
と
で
惨
め
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
と
い
う
話
も
あ
る
。
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葉
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